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〔国内学会〕 

該当無し 

 

〔招待講演・セミナー〕 

１．山梨裕司、「NMJ形成シグナルとその制御」  筋ジストロフィーモデル動物を用いた

新たな治療法の開発 研究班会議（招待発表） 平河町 東京 2014.12.03 

 

〔研究助成金〕 

１．平成 25—26年度 文部科学省科学研究費補助金 新学術領域 「NMJを起点とする

dying-backパソロジーの解明」課題番号 25110711 研究代表者 山梨裕司 



２．平成 25-26 年度 文部科学省研究開発施設共用等促進費補助金 橋渡し研究加速ネッ

トワークプログラム「NMJ形成増強治療の創出」課題番号：東京大学 B15 研究代表

者 山梨裕司 

３．平成 25—26 年度 文部科学省科学研究費補助金 新学術領域 「翻訳後修飾による

Lrp4シグナル制御機構とその破綻」課題番号 25117708 研究代表者 山梨裕司 

４．平成 26 年度 厚生労働省科学研究委託費 難治性疾患実用化研究事業「ALS に対す

る新規治療技術の創出」課題番号：H26−委託（難）—一般−004 研究代表者 山梨裕

司 

５．平成 25年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤Ａ 「神経筋シナプスの形成・維持

機構と筋無力症の解明」課題番号：23249013 研究代表者 山梨裕司 

 

〔特許出願・取得状況〕 

１．特許取得 

名称： 

筋特異的チロシンキナーゼの活性化を制御するポリペプチドをコードするＤＮＡ 

発明者：山梨裕司、他 

権利者：東京医科歯科大学 

日本：特許第 5339246号 

米国：US8222383 

出願年月日：2007年 4月 26日 

 

２． 特許出願 

筋特異的チロシンキナーゼの活性化を制御するポリペプチドをコードするＤＮＡ 

発明者：山梨裕司、他 

権利者：東京医科歯科大学 

欧州：EP07742485.1 

出願年月日：2007年4月26日 

 

〔その他〕 

該当無し 

 


